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全国学力・学習状況調査の結果から
本年度の全国学力・学習

状況調査（対象は小６と中
３）の結果が８月上旬に示
されました。今年度は国語
・算数に加えて理科の調査
も行われました。右表は静
岡県と全国の平均正答率と
本校６年生の結果を比較し
たものです。
すでに新聞等で目にされ

ている保護者の皆様もいら
っしゃることと思います。

全国学力・学習状況調査の目的は「各学校が児童の学力や学習状況の現状を把握し、子
どもたちの学力向上のための取り組み（改善）に生かしていくこと」にあります。すでに
夏休みの校内研修において全教師で結果の分析並びに対策等を検討しました。そして、そ
れらをもとに「できる・分かる・身に付く」授業づくりについて指導方法を工夫し、子ど
も一人一人の学力向上を図っていくようにします。
そこで、今回の結果について本校の状況分析の一部ですが御報告します。今後とも様々

な面で御支援・御協力をよろしく御願いします。なお、本校の子どもたちの質問紙に関す
る傾向については文科省の報告書を受けてから学校だよりでお知らせしますので御承知お
きください。

☆国語Aは全国平均正答率を下回りました。国語B、算数Bは全国・県平均正答率を下
回りましたが、算数Aと理科については全国・県平均正答率を上回っていました。

☆国語Ａについて
・全国・県と比較すると１１問、１２問(１２問中)正解している児童数の割合が極端に
少ないなど、上位層の子どもの取りこぼしがあるように思います。基礎基本の内容で
確実にとれる力を付けていきたいです。
・「文章構成を考えて書く、必要な情報を捉えて読む」能力を求める問題について６４％と全国に
比べて１０％程度低かったです。
･「聞く」「話す」は本校の基盤づくりの取り組みにあげています。今回の結果では全国を上回ってい
ました。今後も地道に推進し、確かな力にしていきたいです。
・「文の中で漢字を使う」という出題の中で「かん理」という漢字の正答率は５１．４％、「せっ極的」
という漢字の正答率３７．８％と、ともに全国平均正答率より１０％以上低い数値になっていまし
た。普段の会話の中で使っている言葉を書く時に意識して漢字を使わせていくことが大事になっ
てきます。作文や日記等で習っている漢字を使う習慣づけをしていきたいです。

☆国語Bについて
・目的や意図に応じて、内容の中心を明確にして書く、話し手の意図を捉え自分の意見と比較し
て考えをまとめるという項目の正答率は８．１％、２９．７％と相当低いです。条件付きの作文や条
件を複数つけた問題、整理・取捨選択して書く活動等に数多く取り組ませたいです。

［本校・県・全国の平均正答率の比較］

国語 A 国語 B 算数 A 算数 B 理科

静岡県 ６９．０ ５６．０ ６３．０ ５１．０ ６０．０

全国 ７０．７ ５４．７ ６３．５ ５１．５ ６０．３

全国とのポイント差 ○ △ ◎ △ ◎

※ ◎両方を上回った ○どちらかと同じか上回った △全国・県ともに下回った
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自ら主体的に学びに向かう子どもにしていくためには「やるべきことを後回しにせず、

今やる」という習慣づけから始まります。そして、子どもたちには「学力は一日にしてな

らず、努力はうそをつかない」ということを成果として実感させたいですね。

南小では家庭学習にきちんと取り組ませていくことを推進しています。その点を保護者

の皆様に御理解・御協力いただいていることに感謝します。各家庭にはお子様に対しての

見取り、励まし等を継続してお願いします。

※本校では独自に１月末、ＣＲＴ（目標基準準拠検査）を実施しています。一年間の学習におい

てどのくらいの基礎学力が定着し、何が課題となるのかなど、子どもたち一人一人の学力診

断をします。そして、学習方法を見直し、定着できていない学習内容を補充して、その学年で

身につけなければならない学習内容の定着につなげていきます。

（検査代はＰＴＡ資源回収収益金の一部を活用させていただいています。御承知おきください）

☆算数Ａについて
・「混み具合の比べ方の理解」「円周率の意味についての理解」「単位量当たり
の大きさを求める除法の式と商の意味についての理解」の出題の正答率が低
かったです。どれも授業の中で児童が苦戦する単元になります。

・７割以上を目指したいところ、６割以下の子どもが４３．２％（１６名）となっています。全国・県平
均正答率を上回ったものの、平均正答率７０％以上には至っていません。そうした点で、基礎基
本を全体を通して今後も根気よく進めて確実な定着を図っていくようにしたいです。。

☆算数Ｂについて
・「解釈して」「着目して」記述する、判断するという設問は正答率がかなり低くなっていました。特に
「関連付け」「解釈し」「記述」という内容の重なりが多い設問の正答率は８．１％でした。授業にお
いては自分の考えに対する根拠を持ち、適切な説明をしていく場面を今まで以上に設定していく
ようにしたいです。

☆理科について
･１６問中５問以下の児童がいませんでした。いい傾向にあります。「分析」「考
察」「記述」という出題の正答率は１３．９％と低い数値でした。記述式になる
と圧倒的に結果が下がってきます。
･児童が実験、観察と見て感じて確かな知識として習得していく体験的な活動
を積極的に取り入れていくことで理科嫌いは解消されていきます。理科にお
ける見方・考え方を捉えて指導につなげていきたいです。
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